
平成２７年度   社会科部経営案   主任（今宮 ） 

 

構
成 

１年  ２年  ３年 今宮 ４年 宮田 

５年 稲葉 ６年 瀧口 担任外    

本
年
度
の
重
点
目
標
・
努
力
点 

◇ 学習問題に対する予想を基に学習計画を立て，学習の見通しをもたせるなど，児

童が主体的に調べ，考える問題解決的な学習の一層の充実を図る。 

◇ 適切な学習問題やめあてを設定する。また，一単位時間の学習のまとめにつ

いては，個人の考察の過程や結果を文章などに表現させ，それを評価するよう

にする。 

◇ 地図や地球儀，年表，統計などの資料の活用についての指導を系統的・計画

的に小・中学校7年間を通して繰り返し行い，観察・調査，資料活用の技能の

定着を図る。 

◇ 習得した知識・技能を活用し，社会的事象の意味や意義，事象の特色，事象間

の関連を説明，意見交換，論述するなどの言語活動を設定し，思考力・判断力・

表現力等を高める指導の充実を図る。 

◇ 各校における教育課程の編成及び年間計画の作成に際しては，北九州スタンダ

ードカリキュラムを参考にする。 

分
担 

○ 社会見学の交渉などを各学年で実践する。 

※１ 宿泊を要しない校外行事届け 

市外のみ２週間前まで委員会提出，市内は冊子に記入し，校長の承認をもらう。 

※２ 給食中止 

教頭・栄養職員へ２週間前までに連絡 

備
品
整
理 

○ 『門司の歴史』の活用（６年歴史学習と４年猿喰新田） 

○ 社会科資料室・・・３年昔調べの道具と七輪，６年歴史パネルあり 

○ ビデオ教材（放送室）の有効活用 
 

環
境
整
備 

※社会科資料室の鍵を６年１組に置くようにする。 

年
間
計
画 

１学期 ２学期 ３学期 

4月 年間指導計画 9月  1月  

5月 備品消耗品購入 10月  2月  

6月  11月  3月 備品消耗品点検 

7月 社会科資料室の整理 12月    


